
 

 

 

 

 

 

 

 

 
壮行式の終わりに、校長先生が野球部に対して「今回の大会が単独チームで出場する最後の

大会になります。長い野球部の歴史の最後を悔いのないように戦って来てください。」と伝え、先生

達も選手たちも特別な気持ちをもって大会当日を迎えました。野球部の部員だけでは人数が足り

ないため、先日一足先に引退したサッカー部の選手の協力を得て、試合に臨みました。夕方になっ

て顧問の先生から「勝ちました！」という連絡を受け、嬉しさと同時に、選手たち、支えてくださった

皆様へ感謝の気持ちでいっぱいになりました。ありがとうございました。 

今回は特別に紙面で今大会の野球部の足跡をお伝えします。 

当日の対戦相手は、春季大会で３位だった四季が丘中学校でした。得点経過をみると、次のと

おりです。初回に大量失点しましたが、諦めずによく頑張ったおかげで４回の大逆転につながった

ことが分かります。（※制限時間の１００分を超えたため５回で終了。） 

チーム １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 計 

佐 伯 １ ０ ０ ５ ２ - - ８ 

四季が丘 ４ ０ ０ ０ ０ - - ４ 

大会２日目は、対戦相手が春季大会で優勝した小方・玖波中学校でした。得点経過をみると、

次のとおりです。一時は逆転し、さらに４回も追いつき、最終回も粘ったのですが、惜しくも追いつ

けませんでした。大健闘だったと思います。（※制限時間の１００分を超えたため５回で終了。） 

チーム １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 計 

小方・玖波 ０ ０ ２ ３ １ - - ６ 

佐 伯 ０ ０ ４ １ ０ - - ５ 

大会結果は、堂々の第３位でした。おめでとうございます。 
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サッカー部は１週間早く大会があり、１試合目は先制しましたが逆転負けを喫しました。２試合

目は連続優勝している相手に最後まで諦めず走り続けたそうです。顧問の先生方は、「選手がよく

頑張った。」と褒めておられました。陸上部は、炎天下の広島スタジアムで大会が行われました。風

が吹くと暑さが和らぎますが、あまり強く吹くと「追い風参考記録」になってしまうので、複雑な気

持ちでした。入賞したり自己ベストを出したりした選手もいたので収穫のある大会でした。剣道部

は善戦したそうです。３年生も１勝でき、他の生徒も試合の経験を積むことができたとのことでした。

卓球部は普段の力を発揮することができず、惜しくも敗退し、残念ながら入賞を逃してしまいまし

た。ソフトテニス部は、体調が万全でない選手がいるなか、当日ペアを変更して試合に臨みました

が、敗退してしまいました。バレー部は春季大会と同じ顔合わせ（山陽女学園、七尾中学校）とな

りました。特に七尾中学校には春季大会でフルセットの末、敗れていました。それでも選手は、今大

会で前向きに頑張ろうとしていたようです。当日は１セット目に２３－２５で先取されましたが、２セ

ット目に 26-24で追いつき、３セット目は壮絶な戦いの末 27-25で逆転勝利しました。スタンド

で応援していた保護者、先生そして１年生もとても感動したとのことです。吹奏楽部は広島県吹奏

楽コンクールに出場しました。一体感のある素晴らしい演奏でした。結果は銀賞でした。 

どの部活動も相手のあることですから、結果的に順位はつきますが、どの部も大健闘だったと顧

問の先生方から聞いています。皆さんお疲れさまでした。 

中体連秋季大会で健闘したサッカー部 中体連秋季大会で健闘したバレー部  

広島県吹奏楽コンクール直後の吹奏楽部 中体連秋季大会団体戦に臨む卓球部 

どの部も大健闘！ 

 



 


